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１ はじめに 

本校は2023年度よりＮＩＥ実践指定校となった。実践１年目となる本年度は、まず、新聞

を活用した授業実践を通して、新聞に慣れ親しみながら、活字への抵抗感を軽減したり、社

会事象への関心をもったりする機会を作る。そして、新聞を使って思考したことを、自分の

獲得した語彙を用いながら、文章を書いていく等、児童の表現力を付ける。これらを目的と

し、ＮＩＥ実践に取り組んできた。  

実践については、児童の実態に応じて各担任の創意工夫を大切にしながら行うものとし、

「無理なくできる範囲で、児童も教師も楽しみながら」をテーマにしてスタートした。 

 

２ 本年度の取組 

 （１） ＮＩＥタイムの実施 

本校では、朝のモジュールで学力向上のための時間が週２回組まれている、そのう

ちの１回をＮＩＥタイムとして、新聞を活用した実践に取り組んできた。ＮＩＥタイ

ムでは、新聞に親しむことを目的として行ってきた。 

    ア １年生の取組 

本校では、宮崎日日新聞社のご協力のもと、１年生から３年生の児童に、毎週月 

曜日に「宮日子ども新聞」が届けられた。 

     （ア） カタカナさがしに挑戦 

１年生は、国語科教育の入門期なので、カタカナ

を学ぶ活動が行われる。今回は、「宮日子ども新聞

」を活用し、カタカナの語句を探す活動を行った。

教師の説明を聞きながら、子どもたちは、楽しみな

がら、カタカナさがしを行った。そして、「宮日子

ども新聞」の記事を読みながら、カタカナの語句を

たくさん見つけることができた。また、全体の場で

見つけた語句を発表し、それについて知っているこ

とや思ったことを伝え合い、楽しく交流することが

できた。 

     （イ） 吹き出し大喜利に挑戦 

宮日子ども新聞に毎週記載されている「吹き出 

し大喜利」にも挑戦した。教師が吹き出しの例を 

示すと、楽しそうに聞き、その後は、吹き出しを 

何にするか、場面を想像しながら、表現しようと 

していた。 



    イ 高学年の取組 

（ア） 朝日小学生子ども新聞デジタル版の利活用 

１０月からは朝日新聞に申し込みをし、朝日 

小学生子ども新聞デジタル版を視聴できるよ 

うにした。児童は、それぞれのタブレットＰ 

Ｃで閲覧し、自分の興味をもった記事を選ぶ 

ことができるので、意欲をもってじっくり読 

み、感想を表現する活動を行うことができた。 

     （イ） 見出しを考えよう 

         ５年生では、教師が選んだ記事を読み、新聞 

が考えた見出しに何と書かれていたのか、予想 

形式で考える活動を行った。１１月に行われＮ 

ＩＥタイムでは、宮崎市で行われた「お菓子ま 

つり」の記事を取り上げ、児童は「宮崎市がま 

んじゅう購入額日本一」になったということに 

気づき、驚く様子が見られた。教師が、宮崎県 

内の記事を事前に選んで教材とすることで、 

地域の行事を知り、社会事象について、関心を 

もつ場となった。 

（２） 「国富町宮日新聞の日」での取組 

     国富町では昨年度より年３回、全小中学校の児童生徒に宮日新聞（小学校３年生 

    以下には宮日子ども新聞）が配付され、新聞を活用した実践を行ってきた。本校でも

    「国富町宮日新聞の日」において、各学年において授業実践を行った。 

   ア ５年「社会科」での実践 

「自動車工業のさかんな地域」の授業でＮＩＥ実践を行った。現在の自動車工場 

     の現状を知る上で、生産を再開したことや、海外の工場撤退などの状況を理解する 

ことができた。また、日本と海外の自動車工場の状況を知ることで、さらに自動車 

関連のことに興味をもち、主体的に学習に取り組むことができた。 

    イ ３年「算数科」での実践 

「いろいろな数を調べてみよう」という課題を設定し、新聞記事にあるさまざま 

な単位をもつ数を集めて、数への関心を高める学習活動に取り組んだ。単位にも意 

識させたことで、数や数字への関心が高まっただけでなく、新聞や一つ一つの記事 

を身近に感じるきっかけにもなった。 

    ウ 宮崎日日新聞社による出前授業 

昨年度から国富町内全小中学校で行っている取組であり、小学校は、５年生対象 

に実施している。そこでは、新聞の作成工程や記事の構成、仕事のやりがいなどを 

紹介していただき、児童は新聞に興味をもち、様々な質問を行っていた。 

  



（３） ＮＩＥ授業公開での実践 

     本校では、１月２６日にＮＩＥ授業公開を開催した。授業公開は、２年生の国語科

    の授業を行った。 

ア 単元について 

      本単元「ことばあそびをしよう」は、言葉遊びを通して、その楽しさに気付かせる

とともに、語彙を豊かにし、表現力の向上を目指している。 

イ 本時につながる取組 

朝のNIEタイムにおいて、児童が興味をもちそうな記事を選んで範読し、どのよう

なことが書かれているのかを丁寧に児童に説明してきた。また、新聞の中から、「あ

」で始まる言葉（日によって文字を変えている）を探してワークシートに書き出す活

動なども行い、新聞を読むことに慣れ親しんだり、楽しみながら語句の量を増したり

することをねらいとした取組を継続してきた。 

    ウ 本時について 

      日常生活の中で本学級の児童が使っている語句の数はそれほど多くないため、新聞

の中で使われている語句に注目させ、NIEタイムで蓄積してきた語句と本時に見つけ

た語句を取り入れて折り句の文を作り、折り句の面白さを感じさせるとともに、身近

な語句の量を増し、日常生活でも用いることができるようにした。 

    エ 学習指導過程 

段階 学習内容及び学習活動 指導上の留意点 ☆評価 

導
入
5
分 

１ 折り句について振り返る。 
 
 
 
２ 本時のめあてを設定する。 

いろいろなことばをつかって、あ
いうえお作文をもっと楽しもう。 

 

〇 前時に学習した折り句について振り返り、折り句
は、「頭の文字に『あいうえお』などの文字列が隠
されていること」や「途中で分節が分かれてもよい
こと」などを確認する。 

 
○ 前時に作った折り句の文よりも更に語句の量を増
して折り句作りを楽しむことを確認し、本時のめあ
てを設定する。 

展
開
35
分 

３ 本時の見通しをもつ。 
 〇 学習活動を確認する。 
  ① 新聞から様々な言葉を集める。 
        ↓ 
  ② 集めた言葉を使って折り句を作

り、発表する。 
 
４ 新聞からいろいろな言葉を見つける。 
 ○ グループ内で分担し、決まった文

字から始まる言葉を探させる。 
 ・○え○ほ○う○ま○き 
 
５ 見つかった言葉を持ち寄ってグルー
プで折り句の文を作る。 

 〇 グループで話し合いながら折り句
の文を作る。 

 
 
 
 

 
○ 語彙の少なさを補うため、また、日常ではあまり
使うことのない言葉にも触れさせるために、新聞記
事の中から言葉探しをする。 

 
 
 
〇 見つけた言葉はワークシートに書き出させること
で、その後の折り句の文作りをしやすくする。 

〇 １グループの人数は２～３人とし、一人一人が主
体的に言葉探しやその後の折り句の文作りに参加で
きるようにしたい。 

〇 これまでのMIEタイムで見つけてきた「ことばの木
」や本時の言葉探しで見つけた言葉だけで折り句の
文を作ることが難しい場合には、教科書巻末の「こ
とばのたからばこ」や自分で知っている言葉を使っ
てもよいようにすることで文が作りやすくなるよう
に配慮する。 

☆ 新聞を使って、語句の量を増し、あいうえお作文
で使おうとしている。 

☆ 楽しんで折り句作りに取り組んでいる。 
 



 ６ グループで作った文を発表し合う。 
 

〇 他のグループの作った折り句を聞くことで、言葉
遊びの楽しさやアイデアに触れ、発想を広げること
ができるようにする。 

終
末
5
分 

７ 本時学習のまとめをする。 
 〇 折り句を作ってみての学びや感想

をまとめる。 
 

〇 折り句作りで学んだことや言葉遊びの楽しさ等に
ついて振り返ることで、更に次時の言葉遊びを楽し
もうとする態度に繋げる。 

 

 

３ 成果と課題 

（１） 成果 

○ 教師が意図的に選んだ記事を通して、地域社会を知り関心をもつことができた。 

○ 週１回のNIEタイム実践を続けることで、児童が新聞に対する関心が高まり、活 

 字に対する抵抗感は徐々になくなってきた。 

（２） 課題  

  ● ９月よりスタートしたこれまでの実践は、児童に新聞に触れ、関心をもたせること 

はできたが、表現力を高める実践までは十分できなかった。今後は、新聞を読んで思 

考したことを文章に書くなど、表現力を高めるための実践を、充実していく必要があ 

る。 

   ● 全国紙が複数届いたが、複数の新聞を活用した実践までは至らなかった。複数の新 

聞の読み比べを行い、社会事象に関して様々な見方があることを知る等、複数の新聞 

を活用した取組も行うと、さらに充実するのではないかと考える。 

  

 


